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2-1. 温泉地の滞在エリア（複数回答可）

各エリアを訪問した人の訪日回数に注目すると、北関東や九州を訪れるのは2回目以降の訪日時、
山陰・山陽を訪れるのは4回目以降の訪日時である場合が多いことがわかる。

memo

２. 温泉地での滞在について

韓国 台湾

37.5％ 32.5％

10％ 8.8％ 10％
8.8％ 11.3％ 15％

11.3％

10％
1.3％

12.5％

51.3％

7.5％

41.3％
12.5％

52.5％

6.3％ 7.5％

7.5％

7.5％

16.3％ 21.3％ 17.5％ 15％
1.3％

33.8％8.8％

0％

40％

80％

0％

40％

80％

44.5％ 32.8％

13.8％ 9.3％ 15.8％

12％ 16.5％ 17.5％11.5％ 13.5％
3.3％

11.5％ 10％ 29.5％

76.3％

23.8％
12.5％ 6.3％ 16.3％

13.8％ 15％ 17.5％13.8％ 11.3％

0％

7.5％ 7.5％ 21.3％

全体 中国
0％

40％

80％

0％

40％

80％

〈各エリアを訪問した方の過去5年の訪日回数〉 1回 2 ～ 3回 4 ～ 6回 10回以上7 ～ 9回

0％

40％

80％

0％

40％

80％

イギリス アメリカ

25％
33.8％

15％ 8.8％
22.5

11.3％
16.3％

18.8％ 18.8％
18.8％ 18.8％ 18.8％

6.3％

15％
21.3％ 16.3％13.8％

32.5％31.3％
16.3％ 22.5％

10％
8.8％ 12.5％

10％ 7.5％

25％

12.5％

北海道 東北 北関東 房総 箱根 伊豆 東海

甲信越 北陸 近畿 山陰・山陽 九州 その他

〈地域別〉

四国

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

北海道 東北 北関東 房総 箱根
0％

30％

70％

50％

20.2％

43.3％

22.5％

5.6％
8.4％

23.6％

8.3％

29.1％ 31.3％
25.5％

31.3％

7.3％ 8.3％
14.5％

20.8％
13.5％

27％
32.4％

8.1％

18.9％
26.7％

37.4％

22.1％

6.1％
7.6％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

伊豆 東海 甲信越 北陸 近畿

7.9％
16.7％

42.4％

19.7％

4.5％

16.7％
20.6％ 19.6％

38.1％

28.3％
19％

32.6％

2.2％

14.3％ 17.4％
21.7％

21.7％
32.6％

10.9％
13％

27.1％

37.1％

18.6％

4.3％
12.9％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

0％

30％

70％

50％

山陰・山陽 四国 九州 その他

3.7％

17.5％
17.5％

30％

12.5％

22.5％ 20.4％ 17.8％

29.6％

49.2％

29.6％

18.6％

4.2％

16.7％
10.2％

61.5％

23.1％

7.7％
0％

7.7％
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2-2. 温泉地での滞在期間
〈地域別〉 日帰り 1泊 2泊 3 ～ 5泊 6 ～ 8泊 9 ～ 12泊 2週間以上 3週間以上

2-3. 温泉地を訪問した目的
温泉地を訪問した目的 温泉地を訪問した一番の目的

アジア3地域では温泉の入浴が温泉地訪問の目的の中心となって
いることに対し、欧米では温泉街観光も温泉地訪問の大きな目的
の一つとなっていることがわかる。

memo

（％）
温泉

入浴の
ため

温泉街
観光の
ため

旅館に
泊まる
ため

日本らしい
観光地を

訪れるため

日本食を
食べる
ため

目的の観光
スポットが

近くに
あるため

その地の
歴史に
興味が

あるため

その他

中国 60.0 6.3 3.8 20.0 5.0 1.3 2.5 1.3

韓国 33.8 8.8 18.8 23.8 5.0 7.5 2.5 -

台湾 43.8 6.3 6.3 20.0 12.5 5.0 5.0 1.3

イギリス 32.5 32.5 6.3 16.3 3.8 3.8 3.8 1.3

アメリカ 31.3 25.0 7.5 20.0 7.5 6.3 2.5 -

（地域別　温泉地を訪問した一番の目的）

0％ 80％20％ 40％ 60％

温泉入浴のため

日本食を食べるため

温泉街観光のため

目的の観光スポットが
近くにあるため

旅館に泊まるため

その地の歴史に興味があるため

日本らしい観光地を訪れるため

その他

全体 中国 韓国
0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

7.5％ 1.3％
15％

31.5％

46.3％
35％32％

25％ 30％
19.8％ 23.8％

17.5％
4.8％ 1.3％ 1.3％1％ 0％ 0％1.3％ 0％ 1.3％2.3％ 2.5％ 0％

台湾 イギリス アメリカ
0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

2.5％
8.8％ 10％

43.8％

17.5％ 15％

32.5％ 35％ 37.5％

16.3％ 17.5％ 23.8％

2.5％
11.3％ 7.5％0％ 2.5％ 2.5％2.5％ 2.5％ 0％0％ 5％ 3.8％

〈滞在エリア別〉 日帰り 1泊 2泊 3 ～ 5泊 6 ～ 8泊 9 ～ 12泊 2週間以上 3週間以上

北関東東北北海道全体
0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

東海伊豆箱根房総
0％

30％

50％

山陰・山陽近畿北陸甲信越
0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

0％

30％

50％

九州四国
0％

30％

50％

0％

30％

50％

温泉地での滞在期間を滞在エリア別にみてみると、
箱根や伊豆、北陸では2泊以上の滞在が特に目立ち、
温泉地の滞在自体が旅の目的になっていることが考えられる。

memo

7.5％

5.4％

10.9％

1.9％

3.4％

4.6％

4.3％

5.9％

2.1％

6.3％

0％

5.5％

4.5％

2.9％

31.5％

24.3％

28.3％

25.9％

35.4％

29％

19.6％

32.2％

22.9％

23.8％

22.5％

30.9％

19.7％

38.6％

32％

27％

23.9％

31.5％

29.2％

38.2％

39.1％

29.7％

31.3％

27％

22.5％

23.6％

37.9％

20％

19.8％

24.3％

21.7％

18.5％

24.2％

18.3％

21.7％

20.3％

18.8％

22.2％

30％

20％

24.2％

21.4％

4.8％

2.7％

2.2％

9.3％

1.7％

3.8％

2.2％

5.9％

6.3％

7.9％

7.5％

10.9％

4.5％

5.7％

2.3％

5.4％

2.2％

3.7％

3.4％

1.5％

2.2％

2.5％

8.3％

1.6％

5％

1.8％

1.5％

1.4％

1％

2.7％

2.2％

1.9％

1.1％

2.3％

2.2％

0％

4.2％

6.3％

2.5％

1.8％

3％

4.3％

1.3％

8.1％

8.7％

7.4％

1.7％

2.3％

8.7％

3.4％

6.3％

4.8％

10％

5.5％

4.5％

5.7％

79.8％

67.3％

63.5％

53.5％

57.8％

49％

37.3％

40.3％

20％

15.8％

8.5％

6.8％

4.8％

3.3％

1.3％
0.8％
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2-4. 滞在期間中に温泉に入浴した回数
1回 2 ～ 3回 4 ～ 5回 6 ～ 7回 15 ～ 19回8 ～ 9回 20回以上10 ～ 14回 温泉には入浴していない

全体 20％ 46％ 17.5％ 8.3％ 2.8％
2.3％

1.3％ 1％

中国
1.3％

17.5％ 56.3％ 13.8％ 6.3％ 3.8％

韓国
1.3％

20％ 48.8％ 21.3％ 7.5％

台湾
2.5％ 1.3％

15％ 55％ 15％ 5％ 5％

アメリカ
1.3％ 1.3％

5％20％ 31.3％ 23.8％ 12.5％ 2.5％ 2.5％

イギリス
2.5％ 1.3％

3.8％27.5％ 38.8％ 13.8％ 10％

アジア３地域と比較して欧米のほうが6回以上入浴した人の比率が大きいが、これは滞在期間が長いことが関連していると考えられる。
一方で1回と回答した比率も欧米は多い傾向にあるが、これは温泉地の訪問目的が温泉入浴に限らず、
温泉街の観光も目的の中心となっていることが理由と考えられる。（参照：P.37 2-3. 温泉地を訪問した目的）
また、台湾、イギリス、アメリカでは温泉地を訪問しても、温泉を利用していない人が一定数いることがわかる。

memo

2-5. 温泉に入浴した動機
温泉に入浴した動機 温泉に入浴した一番の動機

0％ 80％20％ 40％ 60％

日本らしい体験をするため

美容によいから

温泉に関心があるから

景色がよいから

その地域の温泉に
関心があるから

リフレッシュするため

健康によいから

その他
〈
全
体
〉

日本らしい体験をするため 温泉に関心があるから
その地域の温泉に関心があるから 健康によいから 美容によいから

リフレッシュするため その他景色がよいから

〈地域別　温泉に入浴した一番の動機〉

中国

韓国

台湾

イギリス

アメリカ

35％

28.8％

21.1％

41.6％

44.7％ 9.2％ 6.6％ 6.6％ 15.8％10.5％ 6.6％

14.3％ 5.2％ 15.6％ 15.6％5.2％

30.3％ 9.2％ 15.8％ 7.9％ 7.9％ 6.6％

18.8％ 11.3％ 16.3％ 16.3％6.3％

20％ 11.3％ 20％ 5％ 5％

日本らしい体験をするため 温泉に関心があるから その地域の温泉に関心があるから
健康によいから 美容によいから リフレッシュするため その他景色がよいから

〈年代別　温泉に入浴した一番の動機〉

温泉に入浴した動機を地域別でみると、台湾以外では「日本らしい体験をするため」が上位となり、欧米では次いで
「リフレッシュするため」が多い。一方台湾では「温泉に関心があるから」が最も多く、入浴文化自体に関心が高いことがわかる。

memo

温泉に入浴した動機を年代別で見ると、年代が若くなるほど「温泉に関心があるから」「健康によいから」の割合が高く、
年代があがるほど「日本らしい体験をするため」に温泉を訪れていることがわかる。

memo

全体 34.2％ 18.5％ 8.7％ 6.2％ 4.4％ 11.8％15.7％

20代 28.2％ 23.9％ 11.3％ 7％ 2.8％ 8.5％18.3％

30代 31.8％ 19.9％ 7.9％ 7.3％ 4.6％ 11.9％16.6％

40代 32％ 18.7％ 9.3％ 6.7％ 6.7％ 12％14.7％

50代 38.8％ 14.3％ 10.2％ 4.1％ 14.3％16.3％

60代以上 51.2％ 9.3％ 9.3％4.7％ 14％ 4.7％4.7％

0.5％

1.3％ 1.3％

1.3％

2.5％

3.8％

2％

2.3％

74.3％

60.2％

48.6％

59.9％

45.2％

54％

54.8％

1％

34.2％

18.5％

8.7％

15.7％

6.2％

4.4％

11.8％

0.5％
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2-6. 滞在期間中に温泉に入浴した時間帯（複数回答可）

朝食前（7時台以前）

朝食後（8時～ 10時台）

日中（11時～ 15時台）

夕食前（16時～ 18時台）

夕食後（20時～ 22時台）

深夜（23時以降）

地域別に入浴時間をみると、
アジア3地域は
比較的遅い時間帯が多く、
特に台湾は7割以上が夕食後に
入浴していることがわかる。
一方イギリス、アメリカは
日中～夕食前の
入浴が多いことがわかる。

memo

0％

40％

20％

60％

80％

全体
0％

40％

20％

60％

80％

中国
0％

40％

20％

60％

80％

韓国

0％

40％

20％

60％

80％

台湾
0％

40％

20％

60％

80％

イギリス
0％

40％

20％

60％

80％

アメリカ

3.8％

16.3％15％
20％27.5％

30％
47.5％ 37.5％

57.5％ 42.5％

7.5％ 7.5％

23.7％ 22.1％ 26.3％

6.6％

22.4％

9.2％

44.2％

22.1％

43.4％

19.7％

44.2％ 42.1％

16.9％

71.1％

13.2％ 11.8％10.4％

27.6％

18.3％
17.2％

30.8％
38.3％

43.2％

10％

温泉地での夜間の過ごし方として、「温泉街の散策」が最も多く、次いで「夜景スポット」
「入浴施設」の利用が多いことがわかる。イギリスは「日本料理店・居酒屋」や「レストラン」
が多く、夜間に食事をとる傾向があることがわかる。
また、全体として中国は夜間の外出傾向が高い。

memo

2-7. 温泉地での夜間（夕食後～就寝前）の過ごし方
5地域平均 中国 韓国 台湾 イギリス アメリカ

バー・パブ（回答人数：165名）
0％

40％

60％

20％

80％

41.3％

〈回答比率〉

16.8％
17.5％ 18.8％

22.5％

8.8％ 16.3％

夜景スポット（回答人数：254名）
0％

40％

60％

20％

80％

日本料理店・居酒屋（回答人数：220名）
0％

40％

60％

20％

80％

レストラン（回答人数：172名）
0％

40％

60％

20％

80％

63.5％

〈回答比率〉

55％

〈回答比率〉

43％

〈回答比率〉

29.8％

45.5％
39.5％36.3％ 37.5％ 31.3％26.3％

60％
52.5％

27.5％
38.8％ 45％40％

45％

30％18.8％

46.3％
38.8％

ショーやコンサート等
（回答人数：121名）

0％

40％

60％

20％

80％

入浴施設（回答人数：193名）
0％

40％

60％

20％

80％

温泉街の散策（回答人数：256名）
0％

40％

60％

20％

80％

30.3％

〈回答比率〉

48.3％

〈回答比率〉

64％

〈回答比率〉55％

34.8％

12％

47.5％
42.5％

16.3％

67.5％

42.5％

22.5％

61.3％

33.8％

8.8％

41.3％
21.3％

6.3％

57.5％ 33.8％

6.3％

カフェ（回答人数：88名）
0％

40％

60％

20％

80％

カラオケ（回答人数：79名）
0％

40％

60％

20％

80％

ショッピング（回答人数：143名）
0％

40％

60％

20％

80％

22％

〈回答比率〉

19.8％

〈回答比率〉

35.8％

〈回答比率〉

22.8％

6％ 6.5％

28.8％

11.3％
5％

25％

3.8％ 3.8％ 7.5％

23.8％
11.3％

6.3％

6.3％

25％
5％

8.8％
5％
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早朝に期待するコンテンツとして「ビュースポット」が台湾では48.8％と約半数を占めており、アメリカを除く4地域で1又は2番
目に期待されるコンテンツであることがわかる。一方アメリカは「温泉街の散策」が最も多く、次いで「カフェ」が多い。

memo

2-9. 温泉地での夜間・早朝の過ごし方として最も期待するコンテンツ

（％） カフェ レストラン 日本料理店・
居酒屋

ビュー
スポット

温泉街の
散策 入浴施設 神社仏閣

への参拝 ショッピング ヨガ・
フィットネス ランニング その他

全体 5.3 8.8 7.5 27.0 19.3 8.5 10.5 3.3 7.5 1.0 1.5
中国 1.3 17.5 11.3 28.8 16.3 7.5 10.0 2.5 2.5 2.5 -
韓国 1.3 5.0 6.3 26.3 27.5 15.0 6.3 2.5 8.8 - 1.3
台湾 5.0 5.0 1.3 48.8 18.8 5.0 6.3 2.5 5.0 - 2.5

イギリス 6.3 7.5 12.5 21.3 11.3 5.0 21.3 1.3 12.5 1.3 -
アメリカ 12.5 8.8 6.3 10.0 22.5 10.0 8.8 7.5 8.8 1.3 3.8

〈 

早 

朝 

〉

夜間に期待するコンテンツは、中国、韓国では「夜景スポット」の人気が高く、早朝に期待するコンテンツの「ビュースポット」と
同程度の期待値であるが、台湾では差が大きく、「夜景スポット」は20.0％にとどまっている。

memo

（％） バー・パブ レストラン 日本料理店・
居酒屋

夜景
スポット

温泉街の
散策 入浴施設 ショーや

コンサート等 ショッピング カラオケ カフェ その他

全体 6.5 10.3 20.0 18.0 20.0 14.8 4.3 4.3 1.0 0.5 0.5
中国 12.5 3.8 21.3 25.0 22.5 5.0 6.3 2.5 1.3 - -
韓国 3.8 6.3 21.3 26.3 12.5 20.0 3.8 6.3 - - -
台湾 2.5 8.8 13.8 20.0 25.0 17.5 3.8 5.0 2.5 - 1.3

イギリス 8.8 16.3 28.8 10.0 21.3 10.0 1.3 1.3 1.3 1.3 -
アメリカ 5.0 16.3 15.0 8.8 18.8 21.3 6.3 6.3 - 1.3 1.3

〈 

夜 

間 

〉

早朝は「ビュースポット」や「温泉街の散策」が多い。
また、「入浴施設」の回答者は2割程度であった。

memo

2-8. 温泉地での早朝（朝食前）の過ごし方
5地域平均 中国 韓国 台湾 イギリス アメリカ

ヨガ・フィットネス（回答人数：134名）
0％

40％

60％

20％

80％

33.5％

〈回答比率〉

13.5％

22.5％

5％

16.3％

6.3％ 17.5％

神社仏閣へ参拝（回答人数：157名）
0％

40％

60％

20％

80％

39.3％

〈回答比率〉

21％

33.8％22.5％
13.8％

25％

10％

レストラン（回答人数：147名）
0％

40％

60％

20％

80％

36.8％

〈回答比率〉

25％ 21.3％

33.8％ 31.3％

22.5％16.3％

日本料理店・居酒屋（回答人数：139名）
0％

40％

60％

20％

80％

34.8％

〈回答比率〉

20％

22.5％
32.5％

16.3％

17.5％

11.3％

ビュースポット（回答人数：238名）
0％

40％

60％

20％

80％

59.5％

〈回答比率〉

42.3％ 41.3％
51.3％

42.5％
37.5％38.8％

温泉街の散策（回答人数：221名）
0％

40％

60％

20％

80％

55.3％

〈回答比率〉

41.3％ 40％

51.3％
51.3％

37.5％

26.3％

入浴施設（回答人数：141名）
0％

40％

60％

20％

80％

35.3％

〈回答比率〉

21.5％
27.5％

17.5％

18.8％
25％

18.8％

カフェ（回答人数：114名）
0％

40％

60％

20％

80％

28.5％

〈回答比率〉

13.8％
25％8.8％ 7.5％

15％

12.5％

ショッピング（回答人数：95名）
0％

40％

60％

20％

80％

23.8％

〈回答比率〉

11.8％

22.5％
12.5％

11.3％
6.3％

6.3％

ランニング（回答人数：74名）
0％

40％

60％

20％

80％

18.5％

〈回答比率〉

7.3％
2.5％

12.5％

13.8％
3.8％

3.8％
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３-3. 温泉に期待している効果

温泉に期待している効果として、
欧米は「リラックス効果」を求めるのに対し、
アジア3地域は

「疲労回復」への期待が高いことがわかる。

memo

（％） 中国 韓国 台湾 イギリス アメリカ

美容効果 4 8 8 10 7

疲労回復 21 38 29 9 10

代謝の向上 9 13 7 3 4

リラックス
効果 5 12 9 37 39

身体の
疾病の療養 17 2 8 3 3

痛みの改善 6 3 4 5 5

健康増進 11 4 7 8 5

睡眠改善 5 0 4 4 5

ダイエット 1 0 3 0 0

その他 1 0 1 1 2

※地域別　温泉に最も期待している効果温泉に期待している効果 最も期待している効果

60％ 80％0％ 40％20％

3-1. 温泉地によって
多様な泉質の温泉が
あることを知っているか。

（地域別）

全く知らない

どちらかと言えば知らない

どちらかと言えば知っている

知っている

温泉地による泉質の多様さや、その入浴効果についての認知度を地域別に調査した。中国と台湾では泉質の多様性やその効果へ
の知識をもって温泉を訪れている方が多いことがわかる。

memo

３. 温泉入浴について

3-2. 泉質によって
入浴による効果が異なる
ことを知っているか。

（地域別）

全く知らない

どちらかと言えば知らない

どちらかと言えば知っている

知っている

全体

中国

韓国

台湾

イギリス

アメリカ 62.5％ 20％ 11.3％ 6.3％

48％ 37.8％ 10％

47.5％ 46.3％ 5％

28.8％ 53.8％ 17.5％

56.3％ 37.5％

45％ 31.3％ 13.8％ 10％

4.3％

1.3％

2.5％ 3.8％

全体

中国

韓国

台湾

イギリス

アメリカ 53.8％ 17.5％ 15％ 13.8％

45％ 36.8％ 11.5％ 6.8％

46.3％ 47.5％ 5％

26.3％ 51.3％ 21.3％

55％ 37.5％

43.8％ 30％ 12.5％ 13.8％

1.3％

1.3％

3.8％

美容効果 55.3％
9.3％

疲労回復 72.5％
26.8％

代謝の向上 56.3％
9％

リラックス効果 73％
25.5％

身体の疾病の療養 43.8％
8.3％

痛みの改善 48.8％
5.8％

健康増進 56.8％
8.8％

睡眠改善 54.5％
4.5％

ダイエット 23.5％
1％

その他 1.3％
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（％） 知りたい どちらかといえば
知りたい

どちらかといえば
興味がない 全く興味がない

全体 51.5 39.8 6.0 2.8

中国 61.3 36.3 1.3 1.3

韓国 37.5 55.0 7.5 -

台湾 45.0 48.8 5.0 1.3

イギリス 53.8 37.5 5.0 3.8

アメリカ 60.0 21.3 11.3 7.5

3-6. 温泉による美容や健康等の効果についてより詳しく知りたいと思うか

全く興味がない

どちらかといえば
興味がない

どちらかといえば
知りたい

知りたい

51.5％
39.8％

6.0％

2.8％

9割以上が温泉の入浴効果について「知りたい」と感じていることがわかる。
特に中国は他の地域と比較して関心が高いことがわかる。

memo
〈全体〉

（％） 意識している 見たことがあるが
意識していない

見たことがあるが
意味がわからなかった 見たことがない

全体 77.0 15.0 4.8 3.3

中国 81.3 12.5 5.0 1.3

韓国 65.0 25.0 8.8 1.3

台湾 88.8 7.5 2.5 1.3

イギリス 73.8 16.3 3.8 6.3

アメリカ 76.3 13.8 3.8 6.3

3-7. 温泉利用時、「入浴マナー」の掲示を意識しているか

見たことがない

見たことがあるが
意味が
わからなかった

見たことがあるが
意識していない

意識している

77.0％

15.0％

4.8％
3.3％

全体の77％が「意識している」と回答しているが、韓国は65％と比較的少な
く、「見たことがあるが意識していない」または「見たことがあるが意味が
わからなかった」と回答した人が合計で33.8％となった。英語や中国語と比
較して韓国語に対応をしている施設が少ないことが原因として考えられる。

memo

〈全体〉

3-4. 実感したことがある温泉入浴による効果

実感したことがある温泉入浴による効果としても、温泉に期待している効果と同様、
リラックス効果および疲労回復に高い実感が得られていることがわかる。

memo

3-5.1日当たりに
周遊したいと思う
温泉施設の数

約8割が2施設以上の回答を選択。
宿泊施設の温泉以外にも
外湯を利用したいと考えていることがわかる。

memo

1施設 2施設 3施設

5施設以上4施設

15.5％

43.0％

30.0％

8.0％3.5％

60％ 80％0％ 40％20％

美容効果 24.7％

代謝の向上 29.8％

疲労回復 64.3％

その他 0.3％

ダイエット 4.4％

睡眠改善 33.4％

健康増進 26.7％

痛みの改善 24.4％

身体の疾病の療養 18.8％

リラックス効果 66.6％
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温泉施設の情報収集では、アジア圏では温泉の泉質・効能について重視する傾向が強く、
イギリスでは温泉の種類や数、また写真についても他の国より着目していることがわかった。
他の外国人利用者のレビューも、各国で比較的高い重要度のある情報だと捉えていることがわかる。

memo

3-8.WEB サイトやパンフレット等を使って温泉施設の情報を収集する際に重要視すること
温泉施設の情報を収集する際に、重要視する情報 温泉施設の情報を収集する際に、最も重要視する情報

（％） 全体 中国 韓国 台湾 イギリス アメリカ

温泉の
泉質・効能 38.8 50.0 41.3 43.8 26.3 32.5

入浴できる
温泉の

種類・数
14.5 15.0 17.5 7.5 21.3 11.3

浴場の写真 8.0 7.5 6.3 3.8 15.0 7.5

平均滞在時間 5.3 6.3 5.0 6.3 3.8 5.0

他の
外国人利用者の

レビュー
10.5 8.8 12.5 11.3 11.3 8.8

シャンプー等
アメニティー

情報
3.5 3.8 3.8 3.8 1.3 5.0

幼児の
利用可否 3.8 1.3 3.8 1.3 6.3 6.3

タトゥーが
ある場合の
利用可否

2.8 1.3 - 3.8 3.8 5.0

貸切風呂の
有無 5.5 3.8 2.5 6.3 6.3 8.8

露天風呂の
有無 6.5 2.5 7.5 11.3 3.8 7.5

その他 1.0 - - 1.3 1.3 2.5

※地域別　最も重要視する情報

60％ 80％0％ 40％20％

温泉の泉質・効能

入浴できる温泉の種類・数

浴場の写真

平均滞在時間

他の外国人利用者の
レビュー

シャンプー等
アメニティー情報

幼児の利用可否

タトゥーがある場合の
利用可否

貸切風呂の有無

露天風呂の有無

その他

74.5％
38.8％

47.8％
10.5％

49.3％
8％

30.5％
3.8％

46％
6.5％

56％
14.5％

39.3％
3.5％

41％
5.5％

45.5％
5.3％

25.3％
2.8％

1.3％
1％

3-9. 温泉に関連して、より興味のある情報
温泉の泉質 ( 化学 )

温泉の効能 ( 医学 )

温泉の成り立ち
( 湧出した時期や伝説等 )

温泉湧出の仕組み ( 地学 )

温泉地の歴史 ( 日本史 )

その他

おすすめの湯めぐりコース

全体を通して温泉の泉質や効能に対する関心が高いことがわかる。欧米では「温泉の効能（医学）」に次いで
「温泉地の歴史（日本史）」への関心が高い。
また、欧米はアジア3地域と比較して「温泉の成り立ち（湧出した時期や伝説等）」や「温泉湧出の仕組み（地学）」への関心も高く、
造詣を深めるような旅行スタイルに需要があると考えられる。 

memo

0％

30％

60％

90％

0％

30％

60％

90％

0％

30％

60％

90％

0％

30％

60％

90％

0％

30％

60％

90％

0％

30％

60％

90％

全体 中国 韓国

台湾 イギリス アメリカ

50％

53.8％

57.5％

46.3％

47.5％

45％

72％

73.8％

85％

58.8％

83.8％

58.8％

35.8％

37.5％

18.8％

41.3％

33.8％

47.5％

22.3％

7.5％

12.5％

31.3％

36.3％

23.8％

34％

38.8％

16.3％

47.5％

28.8％

38.8％

21.3％

25％

33.8％

18.8％

22.5％

6.3％

0.8％

0％

1.3％

1.3％

0％

1.3％
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https://www.env.go.jp/nature/onsen/index.html
環境省自然環境局自然環境整備課温泉地保護利用推進室 ホームページ

環境省では、温泉法に基づき、温泉の保護、可燃性天然ガスによる災害の防止
及び温泉の利用の適正化のための施策を進めています。


